




































































































































































































































































































































































































































































































































































































　現在の学習指導要領で求められている主体的 ･ 対話的 ･ 深い学びにつながる研究が













































1  『学習研究』復刊第200号－ 8 月　奈良女子大学文学部附属小学校学習研究会1969
年 8 月　
2  中野光　『大正自由教育の研究』黎明書房1976年 p.18
3  小原国芳『日本新教育百年史』 8 　玉川大学出版部1971年 2 月
4 『わが校百年の教育』奈良女子大学附属小学校2012年12月 pp.188-189
5 　 岩花春美「木下竹次の「学習法」の構造的特性」奈良女子大学文学部教育文化情
報学講座　年報第 7 号　2009年 pp.55-57














































































































































































































































































































































































































































































事例 2 ） デンマークの美学研究者による展示室でのオープン・レクチャー





見地から「美術館における受動性と参加」（Passivity and Participation in the Art 
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ⅻ　 ユネスコ（国際連合教育科学文化機関、United Nations Educational, Scientific 




　 平成27年10月時点の数。文部科学省（2015）「 2 ．博物館数、入館者数、学芸員
数の推移」．http://www.mext.go.jp/a_menu/01_l/08052911/1313126.htm
　 ICOM（International Council of Museums；国際博物館会議）は、1946年に創
－32－
大学と美術館の連携Ⅱ




























































































































　　（ 1 ） 失敗か若しくは無意識なる生活の反復の間において、特に目立ちてかつ記
録に値するだけの結果をもたらしたる事実の認識と記憶。
　　（ 2 ） その特殊の結果たる事実の生じたる原因と見なさるべき、特殊なる生活現
象の分析的観察。

















































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4
義の教育から見れば、知識や技術の伝達、あるいは、ある種の行動が
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
できるように指




















































　平和をめざす核兵器 ･ 戦争 ･ 紛争の反対運動では、I Can の取り組みが注目される。













教育基本法がある。第 1 条に人格の完成を掲げ、第 2 条に学問の自由、知識と教養、
豊かな情操、健やかな身体、個人の自立、生命の尊重、伝統と文化 , わが国・郷土と
他国を愛し尊重する項目が盛られ、第 3 条では生涯学習、第 7 条では大学を組み込み、



























































































































































　まず Discussion に参加された 4 名の学生のうちの 2 人について、主な活躍を紹介
します。






















































































































































































































［ 1 ］ Soka University News 95号（2017 Autumn）、「特集 2 ：創大・短大の女子力」、
Soka University News 編集委員会、2017年10月




［ 3 ］ 池田大作、「21世紀の教育と人間を語る」、第三文明社、pp.164-165、1997年 6
月発行
［ 4 ］ 創価女子短期大学ホームページ、「諦めなければ夢はかなう。 マーシャル諸








































































系Ⅳ第 4 章教育方法論の体系第 4 節 ) と示していることに出会ったのもこの間のこと
であった。
４ ．教育管理職として　大学教員として
















































































































私は How to 嫌いで、全部 What や Why に結び付かない問いは嫌だからと言ってい
ます。




























りました。 3 年生から 6 年生のあらゆる学年のほぼ半数で、学年が進むからといって
どっちかの傾向が強まるわけじゃなくて、ずっと一貫して学年で半分ぐらいのお子さ
んの作る問題が、意味が全然ない。
　「スズメが 4 わいるでんせんに、 8 わとまりました。でんせんには何わとまってい
ますか。」（ 3 年）って、なんか今さっき 8 羽と言わなかった？と言いたくなるんです
がね。「 4 本のリボンがあります。 8 人の子どもが分けたいと思います。リボンは何
本あればいいですか。」( 5 年 ) リボンはさっき 4 本しかないと言っているけれども、
なんだか分からない。「 4 人が 8 人いました。かけると何人でしょう。」（ 3 年）一体
どういうことですか。しかも、人間同士が掛けるって一体なんだか理解できません。
「リンゴが 4 つあって、 8 つのナシをかけるといくつになるでしょう。」（ 5 年）って、
これは一体何か新しい遺伝子配合のようです。「ある人はミカンを 4 個持っています。
もう一人はミカンを 8 個持っています。このミカンの積を求めなさい。」（ 6 年）積と
いう言葉を 6 年生で使う。なかなか立派だなと思うんですが、「クリが 4 個ありまし
た。そのうち 8 人いました。どうしたらいいでしょう。」（ 5 年）という。「アメが 4
－65－
創大教育研究　第28号：佐伯
こあります。 8 人の子どもにアメをあげたいのですが、 4 こしかないのですがどうし
たらいいでしょう」（ 3 年）これは難しい。「アジが 4 枚ありました。 8 をかけるとい
くつになりますか。」（ 3 年）「水が 4 デシリットル入っていますが、 8 デシリットル
をねえさんがもっています。かけ算をして式を書きなさい。 4 × 8 ＝32。」（ 3 年）こ
こに出たものは何なのか。「ヒロキくんはアメを 8 個買いたいのだけれども、 4 個し
かありません。一体アメのねだんは、いくらになるのでしょうか。」（ 6 年）これは一
番分かんないですね。「 1 こ 8 円のガムがあります。 4 人にわけると何こですか」（ 3
年）ええ？何？何がなんだか、 1 個 8 円のガムが幾つあるのかが分かんないですね。
「〇〇さんが 4 こアメを買いました。○○さんが 8 こガムをかいました。 2 人のねだ
んはいくら。」（ 5 年）値段ですか？というような話です。
　子どもたちが何でこんな問題を書くかというと、算数の文章題というのは、その前









































































































りガラスで先生の姿がちらっと見えるわけです。すると、子どもが10、9 、8 、7 、6 、
















































































































































































































































が、彼に向かって『あなたの苦しみはどんなですか（Quel est ton tourment?）』と言
う人がグラールをえるのだ」という伝説を紹介しています。フランス語では、“Quel 
est ton tourment?”　英訳本には、”What are you going through?“「あなたはどうい
う経験をしてこられたのですか」としているものもあります（Weil, Simone. (1951). 




























































































































































































































































































































































































































考が抑えられてしまっている。子どもたちに 4 × 8 ＝32という式を使って作問させた
例を、冒頭に紹介しました。子どもたちの作問例は、全然絵になりません。「スズメ
が 4 羽いて電線に 8 羽止まる」なんて、絵に描きようがないです。「 4 本のリボンが
あります。 8 本子どもに分けたい。」そういう状況を絵に描きようがないです。「 4 人
が 8 人いました」って、どういう絵になるのか。「リンゴが 4 つあって、 8 つのなし






























































































































































































































































































































































































































































今は 1 年に 1 回しか集わなくなりましたが、自分の原点である母校創価大学に同窓の
友と集い、ここを出発点として、決意する。こういう活動を24年間続けてきました。









































く質問を受けました。初任者研修、 2 年次研修、 3 年次研修、中堅研修等について説
明をしました。














































































































































































































































たいな』（小学 1 年）の実践を通して～」『国語教育探究』第30号 pp.64～71





































　小皿　　　　　　　…　 4 人グループにつき 2 枚
　箸　　　　　　　　…　 4 人グループにつき 1 膳





















第 2 回戦「 1 分（30秒）で豆を何個でひろえるか？で勝負」











































































































シー（Transformative Competencies）」と称される、次の 3 つのカテゴリーを設定
している。「新たな価値を創造する力（Creating new value）」、「対立やジレンマを克






















































































3 つの観点を提案したい。筆者は、それを「価値を創造するための 3 つの原理」と称































































































































1 正しい行動とは何か 5 真実とは何か 9 絶対に疑えないものはある
か













































































3 ．会員は，本会の WEB からの情報を入手することができる。
4 ． 会員は，本会が主催する各種の講演会，研究発表会に研究を発表することがで
きる。








1 ．会長 1 名
2 ．運営委員10名（会長を含む）











1 ．会長は， 2 年として再任を妨げない。
2 ．運営委員は，原則 2 年として再任を妨げない。
3 ．会計監事は， 1 年として再任を妨げない。
第 ４ 章　総　　　会
第14条　総会は，本会の最高決議機関であり，次の定めによる。
1 ． 総会は，会長が年 1 回これを招集する。総会は正会員（委任状を含む）の過半
数により成立する。 議決は出席者の過半数による。






























3 ．本会則は，平成26（2014）年 5 月31日より実施する。
4 ．本会則は，平成28（2016）年 6 月 5 日より一部改訂して，実施する。
5 ．本会則は、平成30（2018）年 6 月 9 日より実施する。
細　　　則
1 ． 第 4 条に基づく機関誌『創大教育研究』は，運営委員会が会員の中から委託し
た編集委員により，別に定められた〈編集規定〉にのっとり，原則として毎年
1 回発行する。
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